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気象・気候学 

領域地球システムモデリングの開発 s104 

気象・気候学専攻 

領域地球システムモデリングでは、大気・陸面・海洋間の相互作用など複雑な自然現象と、人間活動
による影響を解明し、自然災害の脅威を低減して安心して暮らせる社会に貢献することを目的として
います。持続可能な社会を構築するには、自然システムと人工システムのバランスが極めて重要です。 
研究室では、大気-陸面-海洋を相互に結合し、全球から地域詳細まで様々な現象を再現するモデル（G-
RSM）と、人工知能などの最新技術を積極的に活用し、革新的な災害予測手法を開発します。 

領域スペクトルモデル 

                       大気-海洋結合モデル 
                       (RSM-ROMS coupling model) 

特徴 
降水過程、放射過程、陸面過程などの詳細な物理過程を有し、様々なスケールの大気 
現象を再現。また、ダウンスケーリングにより地域詳細な現象（地形効果等）を再現可能。 
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全球・領域再解析値 
各種衛星データ 
地上観測データ 

・地域気象予測 
・温暖化予測 
・過去気候再現 
・水循環過程解明 

・自然災害 
・生態系への影響 
　　海洋生態系 
　　感染症 
・大気環境 
　　放射性物質 
   　拡散予測 

  新手法の開発 
 （人工知能活用） 

様々な問題の解決 

放射性物質輸送過程の解明と予測手法の開発 
観測（合成レーダー） 人工知能による推定値 数値シミュレーション 

mm/hr 

防災・減災・リスク管理強化 
 人工知能を用いた局地降水予測 


